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　目的として、建築物の用途や容積率・建ぺい率・高さ等の形態を規制・誘導する制度。
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※¹特定用途制限地域：用途地域が定められていない土地の区域において、その良好な環境の形成又は保持のため当該地
    域の特性に応じて合理的な土地利用が行われるよう、制限すべき特定の建築物等の用途の概要を定める地域。例えば、

　多数人の集中により周辺の公共施設に大きな負荷を発生させる建築物や、騒音等の発生により周辺の良好な居住環境
　に支障を生じさせる建築物などを制限する場合が考えられる。
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区域を、 山林自然環境の保全と体験･学習の場としての活用を

図る 「自然公園ゾーン」 とします。

　自然公園ゾーンに隣接する市域北西部の集落地･山林･農地と､

市域南東部の涸沼川･巴川沿岸の平地に広がる農地と農村集落

の区域を､緑豊かな環境･景観と農業生産環境の保全､集落の生

活環境の保全を図る 「田園集落 ・ 農地ゾーン」 とします。

　笠間駅北側周辺から国道50号までの間、友部駅周辺･岩間駅

周辺に形成される用途地域が指定された3つの市街地の区域を、

居住環境の整備と生活支援の都市機能の集約を図る 「住居系市

街地ゾーン」 とします。

　宍戸駅･稲田駅･福原駅の各駅周辺と、 友部市街地に隣接し

て宅地化が進んだ鯉淵地区、 旭町地区、 南友部地区を、 郊外

型住宅地として居住環境の整備を図る 「その他の住宅地ゾーン」

とします。

　常磐自動車道友部ＪＣＴ周辺の茨城中央工業団地 （笠間地区）

と岩間ＩＣ周辺の岩間工業団地周辺地域、 安居・押辺工業地域

を、 産業用地・基盤施設の整備と企業の立地誘導、 生産環境

の維持・保全を図る 「工業系市街地ゾーン」 とします。

自然公園ゾーン

田園集落・農地ゾーン

住居系市街地ゾーン

その他の住宅地ゾーン

工業系市街地ゾーン

　国見山
くにみ  やま

･仏頂山･吾国山･愛宕山を中心とした県立自然公園の
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都市中心拠点

地域生活拠点

地区拠点

工業・流通業務拠点

その他の産業交流拠点

歴史・文化環境交流拠点

広域交流軸
(かさま魅力軸)

都市生活軸

広域交通軸

　友部市街地の友部駅周辺を｢都市中心拠点｣に位置づけ､本市の中

心となる都市機能の配置･集約と質の高い基盤施設の整備を図ると

ともに、 居心地の良い都市空間の形成を推進していきます。

　笠間市街地の笠間支所周辺､岩間市街地の岩間駅周辺を｢地域生 

活拠点｣に位置づけ､北部地域･西部地域･南部地域における生活支

援機能の配置･集約と､隣接する｢歴史･文化環境交流拠点｣と連携し

た特色ある市街地環境･街並み景観の整備を進めます。

　郊外住宅地の核となる宍戸駅･稲田駅･福原駅周辺と、 鯉淵地区･

旭町地区･南友部地区の幹線道路沿道等を｢地区拠点｣に位置づけ､

既存の生活支援機能を維持 ・ 確保していきます。

　本市固有の歴史･文化･自然などの観光交流資源を有する､笠間稲 

荷神社･佐白山周辺地区､笠間芸術の森公園周辺地区､宍戸･北山

公園周辺地区､愛宕山･上郷周辺地区を｢歴史 ・ 文化環境交流拠点

｣に位置づけ､環境･景観の保全､交流空間の整備を進めます。

　笠間､友部､岩間の３つの市街地を連絡する国道３５５号を中心とし
た路線、 友部市街地と鯉淵･旭町地区を結ぶ県道友部停車場線､友 
部内原線を中心とした路線､笠間市街地と稲田･福原方面を連絡す
る国道５０号を中心とした路線を｢都市生活軸｣に位置づけ､道路交 
通機能の強化、 快適化を図ります。

　常盤自動車道､北関東自動車道､国道５０号､国道３５５号を｢広域交

通軸｣として位置づけ､交通結節点となる鉄道各駅周辺及び高速道路

ＩＣ周辺の｢交通拠点｣とともに広域への利便性や交流を促進します。

　常磐自動車道友部ＪＣＴ周辺地区､岩間ＩＣ周辺地区を｢工業･流通 

業務拠点｣に位置づけ､基盤施設の整備による産業機能の増進と社

会経済情勢の変化に応じた企業立地誘導を進めていきます。

　沿道に分布する｢歴史･文化環境交流拠点｣を含めた､笠間市街地 
と岩間市街地間を結ぶ国道３５５号及びそのバイパスの沿道ゾーンを 
「広域交流軸 （かさま魅力軸）」 に位置づけ､新たな交流拠点施設の
配置整備､交流 拠点へのアクセスの拡充､沿道景観･環境の整序を
進めます。

　友部市街地南側の畜産試験場跡地地区を｢その他の産業交流拠 

点｣に位置づけ､友部市街地と連携し､新たな産業や住環境の向上に

つながる機能誘導を進めます。

52



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

53





分 野 別 方 針

第 Ⅳ 章

１． 土地利用の方針 

２． 交通体系形成の方針 

３． 都市環境形成の方針

４． 河川 ・ 排水整備の方針

５． 都市防災の方針

６． バリアフリーとユニバーサルデザインの方針 

７． 都市基盤の維持管理の方針 

８． 市民協働のまちづくりの方針

............................................................. 58

 ....................................................... 64

 ....................................................... 68

.................................................... 71

 ............................................................. 72

......................... 73

.............................................. 73

............................................ 74





序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

※¹バリアフリー：高齢者・障害者等が社会生活をしていくうえでの物理的、社会的、制度的、心理的及び情報面での障害を除去
すること。

※²ユニバーサルデザイン：年齢や障害の有無にかかわらず、すべての人が使いやすいように工夫された用具・建造物などのデ
　ザイン。
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※¹居住誘導区域：一定のエリアにおいて人口密度を維持し生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう誘導
すべき区域。

※²準居住誘導区域：居住誘導区域以外で、同等の利便性や拠点性を満たす箇所を市独自に設定している区域。
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※¹都市機能誘導区域：医療・福祉・商業等の都市機能を都市の拠点に誘導・集約し、各種サービスの効率的な提供をはかる
   区域（居住誘導区域内に設定）
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※¹保安林：森林法に基づき、水源のかん養、災害の防備、生活環境の保全、形成などの目的を達成するために指定された森林。
伐採・放牧・土石採掘などが制限される。
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※¹非線引き都市計画区域：市街化区域及び市街化調整区域が指定されていない都市計画区域。
※²地区計画：計画的な市街地形成や土地利用を誘導するため、一定の区域を対象として道路や公園等の配置、建物の用途

や形態等についてルールを定める制度。
※³都市的未利用地：市街地で、住宅地や商業地、工業地等の都市的土地利用がされていない土地。
※4市街地開発事業：道路、公園、下水道などの公共施設を一体的に面的整備をすることで、良好な市街地環境を形成し、都

市機能の更新を図る事業で、土地区画整理事業、市街地再開発事業等がある。
※5地域地区：都市計画における土地利用に関する指定制度で、建物の用途を定める「用途地域」、防災等のために建物構造

等を制限する「防火地域、準防火地域」等、全部で21種類。
※6白地地域：都市計画区域および準都市計画区域内で、「用途地域」の定められていない地域のこと。
※7風致地区：都市における風致（水や緑などの自然的な要素に富んだ土地における良好な自然的景観）を維持するために定

められる地域地区。建築物の建築（建ぺい率、高さ等）、宅地の造成、木竹の伐採等の行為が規制される。
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※¹空家・空地バンク制度：市内の空家・空地を有効活用し、良好な住環境の確保や定住化の促進による地域の活性化を図り、
 生活環境の保全を推進するための制度
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※¹緊急輸送道路：災害直後から、避難・救助をはじめ、物資供給等の応急活動のために、緊急車両の通行を確保すべき重
要な路線で、高速自動車国道や一般国道及びこれらを連絡する幹線的な道路。

※²スマートIC：ETC専用のインターチェンジ
※3ゲートウェイ：玄関口。道の駅かさまでは、「笠間のゲートウェイ（玄関口）」をコンセプトとして掲げている。

64



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

※¹狭あい道路:車のすれ違いが困難な、交通に支障のある狭い道路。
※²道路里親制度:地域住民や市民団体がボランティアで身近な道路の美化活動を行う制度。
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※¹新たなモビリティサービス:「ＭaaＳ（マース：Ｍobility as a Ｓervice ）」と呼ばれる、スマートフォンのアプリ等を活用し、
地域住民や旅行者の移動ニーズに応じて、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを組み合わせて検索、予約、決済ま
  でを一括して行うサービス。令和3年度現在、国等において実証実験などの取り組みが行われている。
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※¹広域公園：主として一の市町村の区域を超える広域のレクリエ－ション需要を充足することを目的とする公園。
※²都市基幹公園：都市住民全般の利用に供することを目的とした公園で、総合公園・運動公園等がある。
※³住区基幹公園：主として徒歩圏内(住区)に居住する者の利用に供することを目的とした公園で、街区公園・近隣公園・

地区公園等がある。
※4オープンスペース：都市または敷地内で、建造物の建っていない場所。
※5ポケットパーク：道路整備や交差点の改良によって生まれたスペースに、ベンチを置くなどして作った小さな公園。

68



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

※¹パークPFI：飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生ずる収益
を活用しその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修を一体的に行う事業者
を､公募により選定する制度。

※²グリーンパートナー制度：公園の安全かつ快適な利用と、市民の自主的な活動の推進を図ることを目的として、公園の美
化・維持管理等を行う地域団体等に対して助成をする制度。

※³指定管理者制度：地方自治体の「公の施設」の管理運営について、民間事業者も含めた幅広い団体に委ねることを可能と
　する制度。
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※2農業集落排水施設：農業集落におけるし尿や生活雑排水等の汚水、又は雨水を処理する施設。

※¹ストックマネジメント：下水道事業の役割を踏まえ、持続可能な下水道事業の実施を図るため、明確な目標を定め、膨大な施設
の状況を客観的に把握、評価し、長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設を計画的かつ効率的に管理すること。
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※¹防火地域・準防火地域：都市計画法により，都市防災上の観点から建物の構造に制限を定める地域
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※¹公民連携事業：自治体と民間事業者等が連携して公共サービスの提供を行う仕組み。手法として、PFI方式、指定管理者
制度、公設民営（DBO）方式、包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシングなどがある。

73



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

※¹交流人口：通勤や通学、観光、レジャーなどで一時的に地域と交流する人のこと。
※²関係人口：移住や観光でもなく、帰省でもない、日常生活圏や通勤圏以外の特定の地域と継続的かつ多様な形で関わる人のこと。
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笠間市街地 居住環境の充実、観光交流の核

笠間駅周辺地区 交流拠点としての公共交通利便性向上

笠間稲荷神社･佐白山周辺地区 観光交流の促進、緑地空間の保全

笠間芸術の森公園周辺 交流機能の集積

笠間東工業団地 生産環境の維持・保全
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地域づくりの目標

歴史・文化資源を生かした交流空間を創出します

安全で質の高い生活空間を創出します

地域の環境と共生した生活空間を創出します

誇りと愛着の持てる美しい地域空間を創出します
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福原駅周辺地区 良好な住環境の保持と無秩序な土地利用の防止

稲田駅周辺地区 居住環境の整備や維持・保全

笠間西工業団地

笠間南工業団地 生産環境の維持・保全

稲田石材団地

笠間PA(スマートIC)周辺地区 

笠間西IC周辺地区

道の駅かさま周辺地区

開発動向を注視しながら、

必要な土地利用規制・基盤整備の検討
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地域づくりの目標

地域の歴史・文化と調和した生活空間を創出します

誇りと愛着の持てる美しい地域空間を創出します

地域資源を生かした交流機能の充実を図ります
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友部市街地
利便性の高い居住環境と福祉環境に配慮した

市街地環境の整備

友部駅周辺地区 市の玄関口となる交流拠点としての活用

旭町・鯉淵地区 良好な居住環境創出に向けた土地利用規制の検討

南友部地区 地区計画に基づく良好な居住環境の促進

宍戸地区 居住環境の整備や維持･保全

畜産試験場跡地地区 跡地利用の具体化による拠点の形成

宍戸・北山周辺地区 友部市街地に近接する歴史･文化空間としての環境保全

友部 IC 周辺地区
開発動向を注視しながら、

必要な土地利用規制･基盤整備の検討

95



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

地域づくりの目標

質の高い生活空間を創出します

都市の拠点として都市機能の充実と中心性の向上を図ります

誇りと愛着の持てる美しい地域空間を創出します

96



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

97



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

98



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

99



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

100



序
　
章

第
Ｉ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅳ
章

第
Ⅴ
章

第
Ⅵ
章

資
料
編

岩間市街地
利便性の高い居住環境と福祉環境に配慮した
市街地環境の整備

岩間駅周辺地区 居住環境の充実と交流拠点としての活用

愛宕山・上郷周辺地区 自然､歴史･文化資源の活用と環境保全

地域づくりの目標

自然を身近に感じるゆとりある生活空間を創出します

地域資源を生かした交流機能を充実します

誇りと愛着の持てる美しい地域空間を創出します
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岩間 IC 周辺
(岩間工業団地､安居･押辺地区)

既存施設の生産環境の維持と、高速道路の利便性を

生かした産業集積の促進

茨城中央工業団地(笠間地区) 高速道路の利便性を生かした産業集積の促進

地域づくりの目標

多様な産業が集積する産業空間を創出します

誇りと愛着の持てる美しい地域空間を創出します
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※¹水源かん養保安林：水源の確保，洪水の防止，河川の保護などのための保安林。
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ま ち づ く り の 実 現 に 向 け て

第 Ⅵ 章

１． 計画実現に向けた視点 

２． 計画実現のための取り組み 
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